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　はじめに

ウミテング科 Pegasidae は日本近海において，

2 属 3 種が記録されており，このうちテングノオ

トシゴ Pegasus laternarius Cuvier, 1816 とヤリテン

グ Pegasus volitans Linnaeus, 1758 の 2 種がテング

ノオトシゴ属に含まれる（瀬能，2013）．ヤリテ

ングは紅海を除くインド・西太平洋に広く分布し

（Palsson and Pietsch, 1989），国内においてはこれ

まで和歌山県田辺湾，高知県土佐湾，沖縄県西表

島から報告されている（瀬能，2013）．

2015 年 10 月 17 日に鹿児島県の南さつま市笠

沙町片浦沖から，同年 12 月 9 日に肝属郡肝付町

内之浦湾から，それぞれ 1 個体ずつのヤリテング

が定置網により採集された．これらの標本は九州

における本種の初めての記録となるため，ここに

報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Palsson and Pietsch (1989) に

従った．標準体長は体長と表記し，デジタルノギ

スを用いて 0.1 mm 単位で計測した．ヤリテング

の生鮮時の体色の記載は，固定前に撮影された鹿

児島県産の 2 標本（KAUM–I．80552，82782）の

カラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，

および固定方法は本村（2009）に準拠した．本報

告に用いた標本は鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM: theKagoshima University Museum） に 保

管されており，上記の生鮮時の写真は同館のデー

タベースに登録されている．

　結果と考察

Pegasus volitans Linnaeus, 1758

ヤリテング　（Figs. 1–2; Table 1）

　標本　KAUM–I. 80552，体長 68.2 mm，鹿児島

県南さつま市笠沙町片浦崎ノ山東側（31°25′44′′N, 

130°11′49′′E），水深 0–25 m，2015 年 10 月 17 日，

定置網，伊東正英；KAUM–I. 82782，体長 67.2 

mm， 鹿 児 島 県 肝 属 郡 肝 付 町 内 之 浦 湾

（31°17′29′′N, 131°06′59′′E），水深 0–40 m，2015 年

12 月 9 日，定置網，小枝圭太・畑　晴陵・内藤

大河・川内貴斗．

　記載　鹿児島県産の調査標本 2 個体の計測形質

と体各部の体長に対する割合を Table 1 に示した．

体は細長く，著しく縦扁する．吻部は棒状に著し

く伸長し，先端はヘラ状で，側面は鋸歯状．吻部

の背面および腹面には前後方向の細かい溝が無数

に走る．口裂は小さく，伸長した吻部の付け根腹

面に開く．眼はやや大きく，体高の 54.6–60.9%．

眼を鱗が被わない．体は骨板で被われる．体側の

骨板は星状に中心が膨らむが，背面の骨板には膨

らみがない．体背縁は比較的円滑で，眼の直後に

深い凹みがない．尾部は著しく細長い．第 9 尾輪

より後方は硬く接続し，曲がらない．各尾輪の側

面には後方または前後方向へ向く 1–2 棘がある．

最終尾輪の背面に棘がないが，側面には強い 1 棘

がある．背鰭および臀鰭の起部は第 2 尾輪に，基
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底後端は第 4 尾輪にそれぞれ位置する．背鰭の外

縁は体軸に対して垂直に近い．胸鰭は大きく，水

平に開くと半月型．胸鰭第 5 軟条は肥厚せず，他

の軟条と同じ．腹鰭は腹位で，細長く左右に開い

たのち，後方に曲がる．腹鰭は胸鰭より著しく後

位．尾鰭は截形．

　色彩　生鮮時の色彩－腹面を除く体と頭部の地

色は薄茶色でまだらに暗褐色．腹部および尾部腹

面は白色．躯幹部および尾部の背面には赤褐色の

斑点が密集する．両唇および下顎部は白色．背鰭

および尾鰭の軟条に赤褐色斑が連続し，薄赤褐色

と薄茶色の縞模様となる．臀鰭は半透明．胸鰭は

灰白色で赤褐色の小斑点が密在する．腹鰭は白色．

尾鰭鰭膜の後方半分は淡い茶色．

　分布　紅海を除くインド・西太平洋に広く分布

する（Palsson and Pietsch, 1989）．西太平洋ではイ

ンドネシア，シンガポール，タイ湾，フィリピン，

南シナ海，台湾，および日本からの記録がある

（Palsson and Pietsch, 1989; Matsunuma, 2013）． 日

本国内では沖縄県西表島，鹿児島県薩摩半島西岸・

大隅半島東岸，高知県土佐湾，および和歌山県田

辺 湾 の 水 深 1.5–40 m か ら 記 録 さ れ て い る

（Kamohara, 1952； 蒲 原，1960； 落 合，1965： 瀬

能ほか，1999；瀬能，2013；本研究）．

　備考　鹿児島県産の標本は，体背面が円滑で眼

の直後に深い凹みがない，最終尾輪の両体側に後

Fig. 1. Dorsal, lateral, and ventral views (top to bottom) of Pegasus volitans. KAUM‒I. 80552, 68.2 mm standard length, off Kasasa, western 
Satsuma Peninsula, Kagoshima Prefecture, Japan.
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方へ向かう一対の棘があり，背面には棘がない，

前鰓蓋骨の腹縁に 1 つの凹みがある，胸鰭第 5 軟

条は肥厚せず他の軟条と同様，胸鰭基部の骨板数

が 4，眼が背側からでも見えることなどの特徴に

よ り Palsson and Pietsch (1989) や 瀬 能（2013），

Osterhage et al. (2016) が示した Pegasus volitans の

特徴と一致したため，本種と同定された．

　本種の識別的特徴として，尾輪数が 12 である

ことが挙げられるが（Palsson and Pietsch, 1989；

瀬能，2013；Osterhage et al., 2016），本研究で報

Fig. 2. Dorsal, lateral, and ventral views (top to bottom) of Pegasus volitans. KAUM‒I. 82782, 67.2 mm standard length, Uchinoura Bay, 
eastern Osumi Peninsula, Kagoshima Prefecture, Japan.

KAUM–I. 80552 KAUM–I. 82782
Standard length (SL; mm) 68.2 67.2
Counts

Tail rings 12 13
Mobile tail rings 9 9
Dorso-lateral body plates 4 4
Ventro-lateral body plates 5 5
Dorsal-fin rays 5 5
Anal-fin rays 5 5
Pectoral-fin rays 10 10

Measurements (% of SL)
Body depth 9.1 8.7
Interpectoral width 16.3 16.1
Rostrum length 25.0 27.2
Rostrum width 5.7 4.8
Orbit diameter 5.6 4.8
Interorbital width 4.9 4.9
Carapace length 40.5 35.7
Carapace width 16.7 15.6
10th tail-ring width 3.8 3.9
Length of the terminal tail ring spine 4.9 4.3

Table 1. Counts and measurements of two specimens of Pegasus volitans from Kagoshima Prefecture, Japan.
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告 し た 標 本 の う ち 大 隅 半 島 東 岸 で 得 ら れ た

KAUM–I. 82782 の尾輪数は 13 であった（KAUM–

I. 80552 は 12）．本報告においては，この違いを

個体変異として扱った．また，薩摩半島西岸から

得られた KAUM–I. 80552 は，棒状に伸長した吻

部が眼と吻端の中央より後方では腹側へ曲がり，

それより前方では体軸と水平に伸びていた．これ

は奇形，もしくはなんらかの損傷により変形した

ものと考えられる．

　Pegasus volitans は，オーストラリア産の標本に

基 づ き 記 載 さ れ た P. tetrabelos Osterhage, 

Pogonoski, Appleyard and White 2016 と形態が類似

するが，最終尾輪棘が 1 対で，その長さが体長の

4.3–4.9%［Osterhage et al. (2016) の P. tetrabelos で

は 2 対で 1.9–3.0%］，前鰓蓋骨の腹縁に凹みが 1

つ（2 つ），第 10 尾輪以降の尾輪間に溝がある（第

9 尾輪以降），および胸鰭第 5 軟条が肥厚せず他

の軟条と同じ（第 5 軟条が肥厚する）などの特徴

により区別される．

　ヤリテングは，国内ではこれまで和歌山県およ

び高知県，沖縄県からのみ記録されていた．した

がって，鹿児島県の 2 ヵ所から得られた記載標本

は，ヤリテングの鹿児島県および九州からの初記

録となるとともに，国内における分布の空白域を

埋めるものである．

　本研究の標本（ヤリテング：KAUM–I．80552）

が採集された定置網（鹿児島県南さつま市笠沙町

片浦崎ノ山東側）からは，これまでに国内に分布

するウミテング科魚類 3 種のうち，本種を除く 2

種， ウ ミ テ ン グ Eurypegasus draconis (Linnaeus, 

1766) とテングノオトシゴ Pegasus laternarius の

標本も得られており，鹿児島大学総合研究博物館

に所蔵されている［ウミテング 3 個体：KAUM–I. 

2974， 体 長 59.4 mm， 雄（Fig. 3）；KAUM–I. 

31094， 体 長 37.4 mm， 雌；KAUM–I. 38839， 体

長 58.5 mm， 雄； テ ン グ ノ オ ト シ ゴ 1 個 体：

KAUM–I. 420，体長 57.4 mm，雌（Fig. 4）］．この

ように本地点からは日本産のウミテング科全種が

採集されている．この定置網が設置されている場

所の海底は砂泥地であることから，ウミテング科

魚類に適した生息地なのであろう．
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Fig. 3. Dorsal view of Eurypegasus draconis. KAUM–I. 2974, 
male, 59.4 mm standard length, off Kasasa, western Satsuma 
Peninsula, Kagoshima Prefecture, Japan.

Fig. 4. Dorsal view of Pegasus laternarius. KAUM–I. 420, 
female, 57.4 mm standard length, off Kasasa, western Satsuma 
Peninsula, Kagoshima Prefecture, Japan.
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